
産業建設常任委員会 行政視察報告

　当委員会では、岡山県津山市と高梁市を視察
してきた。
　津山市では、農業に軸足をおいた取り組みを、
10年間という長期計画で生産・開発・流通を
一貫して市が行ってきた。特産品の開発などは
農業者側、販売業者側それぞれの現状や課題も
把握し、生産意欲や販売意欲の向上に努めてい
る。産業振興の情熱と技術を、市の発展に生か
したいとの強い思いを感じた。
　高梁市では、官民一体となり4つの基本戦略
のもと「観光アクションプラン」を立ち上げ、
観光まちづくりを進めてきた。各地区ごとの課
題を解決するなど、特徴を生かす上ではとても

重要な事だと感じた。さらに10年後を見据え、
目標を明確にして効果を挙げていきたいとの強
い意欲を感じた。

期　　　　日　　平成 28年 10月 26日から 10月 28日
研修地および　　岡山県津山市
調 査 事 項　　　農商工連携推進計画について
　　　　　　　　岡山県高梁市
　　　　　　　　　観光戦略アクションプランについて

議会運営委員会 行政視察 古河未来創造特別委員会行政視察

　昨年 7月 13 日～ 15 日の日程で登別市、室
蘭市において議会報告会他の研修を行った。登
別市では、議会フォーラムとして、各委員会の
報告と市民との意見交流の場として毎年行って
いた。また、本会議、各委員会も中継を開始し
ており、議員一人一人にパソコンを貸与し、議
会の IT 化を推進している。さらに議会基本条
例に基づいたチェックシートを導入し、議員自
己評価表を作成している。
　室蘭市においては、年三回各地区ごとに、市
民との意見交換会としてテーマを決めて実施し
ているとのことである。当市においても実施に
向けていきたいと思う。

　新庁舎建設について研修を行うため、新潟県
長岡市と燕市を視察してきた。
　長岡市は、市役所の本庁機能と市民交流機能
を併せ持つ複合施設で、利用者の利便性とまち
なかのにぎわいを考えた中心市街地活性化の拠
点となっている。
　燕市は、市街地から離れているが機能性・効
率性を重視した「無駄を省いたスリムな庁舎」
で、警察署が隣接している。旧庁舎の有効利用
についても話を伺った。
　今回の結果をもとに、委員会として古河市の
発展に寄与するよう新庁舎建設に向けての提言
を取りまとめていく。

期　　日　平成 28年 7月 13日から
　　　　　　　　　　7月 15日
研 修 地　北海道登別市・室蘭市
調査事項　議会改革について

期　　日　平成 28年 10月 17日から
　　　　　　　　　　10月 18日
研 修 地　新潟県長岡市・燕市
調査事項　新庁舎建設について

行政視察（岡山県津山市議会議場）

11

古河市議会だより� 第49号　平成29年３月15日発行


